
　一宮西港道路の計画策定に
あたり、本道路が西尾張・海部
地域における社会経済活動に
役立つ道路となるよう、事業目
的で道路を利用される皆様の
ご意見をお聴きしております。
　本調査では、最適なルート帯
案の検討にあたり、重視すべき
ポイントや配慮すべきポイント
についてWEBアンケートを実
施しておりますのでご協力をお
願い致します。



一宮西港道路における課題解決のための目標の設定

対策案の方針：政策目標、配慮すべき事項を踏まえてルート帯案を設定

○対策案を検討する上での配慮すべき事項 生活環境への配慮
（大気・騒音等）

自然環境への配慮
（動植物等）

経済性への配慮
（道路整備費用等）

政策目標：速達性、定時性の向上による物流活動の支援 政策目標：土地利用の高度化、地域と連携した開発の
促進による持続可能な地方都市の形成

政策目標：災害発生時における信頼性の高い道路ネット
ワークの強化

景観への配慮
（景観資源等）

工事中の地域への配慮
（現道交通・工事期間等）

第１回アンケート結果

アンケート結果から地域の道路に関する課題、道路に求める機能・役割を整理

第1回意見聴取の結果では、地域の皆さまや道路利用者の方にアンケートを行い、42,978通
（事業者含む）余りものご意見が集まりました。

実施期間 令和5年7月3日～令和5年9月15日（約2ヶ月半）

全ての項目において７割以上が必要な機能であると回答。
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①一般道が混雑しており、速達性・
定時性が低い

②一般道に大型車両と通勤車両が
混在し利用しにくい

③地震や津波等の災害に対して
強い道路が少ない

④被災時に救援活動や支援物資等
の円滑輸送に不安がある

⑤地域から高速道路(広（交通ネット
ワーク）にアクセスしづらい

⑥道路ネットワークが不足しており、産業
立地などの空白地帯が存在している
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①名古屋港からの広域交通のアクセス性
が向上すること

②大型車が市街地の一般道等をなるべく
通らないようにできること

③津波浸水想定エリアに信頼性の高い
支援ルートが確保されること

④津波浸水想定エリアで道路が緊急避難
場所として機能すること

⑤地域から高速道路（広域交通ネット
ワーク）にアクセスしやすくなること

⑥地域開発等の活性化に寄与すること
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一宮西港道路整備イメージ

案① 東側ルート(西尾張中央道活用)
案② 中央ルート
案③ 西側ルート(国道155号活用)

< 凡 例 > ルート帯案
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【案① 標準横断図】
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【案② 標準横断図】
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【案③ 標準横断図】
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※現時点で想定している標準的な横断図を示すもので
あり、今後、詳細に検討します。

< 凡 例 >
人口集中地区（R2）
市街化区域
神社仏閣
津波浸水想定区域

東海道新幹線
JR在来線
私鉄・地下鉄
県境
市町村境

高速道路、都市高速
国道
県道

重要な植物種・群落の生育地
重要な動物種の生息地
景観資源・眺望点
広域防災拠点

主要施設（学校）
市役所・町村役場
鳥獣保護区
自然公園
自然環境保全地域

< 凡 例 >
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■西尾張・海部地域における交通課題 ■計画路線（一宮西港道路）に求められる機能・役割

物流、災害の項目（①～④）は７割以上、まちづくり（地域開発
の支援）の項目（⑤、⑥）は6割以上が課題であると認識。

既存道路の活用により用地取得面積を抑えつつ、西尾張・海部地域東部の都市を経過することで、西尾
張・海部地域東部の高速アクセス性に優れ、東海北陸自動車道から名古屋港までを最短距離で接続する
ルート

既存道路の活用により用地取得面積を抑えつつ、海部地域西部の都市を
経過することで、西尾張・海部地域西部の高速アクセス性に優れるルート

新設の道路で市街化区域等への影響を極力回避しつつ、海
部地域の概ね中央部を経過することで、西尾張・海部地域の
高速アクセス性等において地域全体の均衡がとれるルート
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